
希望学福井調査 
～福井県と東京大学の挑戦～ 

 

○ 福井県では、東京大学社会科学研究所「希望学プロジェクト」と  

共同で、福井と福井県民の希望や夢について調査・研究を進めてい

ます。 

 

○ 大学の先進的な知見を活用して、福井県が将来も暮らしやすく、  

県民が夢や希望を持てる地域になるためには、今、何をすればいい

のかを考えています。 
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・生活の豊かな福井で希望は生まれやすいのか
・希望は引き継がれているのか
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広がる希望 

暮らしの質の向上 



★希望学とは 
 

○希望学は、東京大学社会科学研究所が２００５年から研究を始めた新しい学問の

領域です。「希望を社会科学する」を合い言葉に、希望と社会の相互関係につい

て考察を進めています。 

 

○希望学では、東京大学を中心に、様々な学問分野の専門家が地域における希望の

調査を行っています。 

希望とは何か、どのような社会や地域に希望は生まれるのか、一人ひとりの希望

が地域にどのような効果を与えるかといった問題について、社会標本調査や文献

の考察に加えて、インタビューなどによる「対話」を重視した調査を行っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★将来に対する希望 

 

○「日本人の国民性調査」によれば、人々の生活は豊かになるか、貧しくなるかと

の質問に５７％の人が「貧しくなる」と回答しています。（※１） 

 

○一方、希望学プロジェクトのリーダーである玄田有史教授（東京大学）のアンケ

ート調査（2006 年 1 月）によると、日本人の３人に２人が希望を持てると回

答していることが分かりました。（※２） 

 

○このように、将来に対する不安と期待が交錯する中で、福井県では８１％の県民

が「福井に住んでよかった」と回答しています。（※３） 

 

○福井県は、従来から、日本の中でも豊かな地域と言われてきました。この豊かさ

は、先人たちが夢や希望を持って、この福井県を豊かにしてきた努力の結果です。

私たちも、先人たちの想いを受け継ぎ、希望を持って行動することはできるでし

ょうか。 

 
※１「日本人の国民性調査」（２００８年 統計数理研究所） 

※２「仕事と生活に関するアンケート調査」（２００６年 東京大学社会科学研究所） 

※３「福井の暮らしをよりよくするためのアンケート」（２００７年 福井県） 

希望学プロジェクトメンバー 希望学の調査風景 



★希望学は何をもたらすか 

 

○希望学が２００６年から続けてきた岩手県釜石市での希望学調査では、一人ひと

りの希望がネットワーク化されることで、その希望が個人にとどまらず、地域の

希望となり、地域の活性化につながることが導き出されつつあります。 

 

○人と人の関係が希薄化していると言われる現代、希望を広げていくための「つな

がり」を私たちはどのように維持・発展させることができるでしょうか。 

 

○「希望」の持つ意味について考えることを通して、人と人との「つながり」が個

人の希望を社会の希望に広げていくことや、さらに新たな希望を生み出す糧とな

ることをこの福井で実証して、暮らしの質の向上へとつなげていきたいと考えて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★希望学福井調査 
 

○希望学プロジェクトでは、日本でも有数の豊かな地域である福井県で暮らす私た

ちが、どのような希望を持っているのかを、様々な観点から調査を行います。 

 

○過去から現在に至る地域の姿を、一つひとつ丁寧にときほぐしながら調査を行う

ことにより、現在の姿を明らかにして、未来の希望への基礎となることを目指し

ます。 

 

○２００９年度から２０１２年度までの４年間福井県をフィールドに行われる希

望学福井調査は、自分たちのこれからのこと、ふるさとの将来、子どもたちの希

望について、東京大学の専門の先生方と一緒に考えることができるまたとない機

会です。 

 

○調査の一環として、福井の希望を考えるフォーラムや学校での講演会なども行わ

れており、県民の皆さんも様々な形で希望学福井調査に参加することができます。

この機会に、福井の魅力や希望を一緒に考えていきましょう。 

福井の希望を考えるフォーラム 福井の子どもたち 
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★希望学の言葉 
 
○「『希望』と『幸福』とは異なる。希望が未来についての表象であるのに対して、幸福は現在

についての表象であり、希望が変化を求めるものであるのに対して、幸福は持続を求める

ものである。」 

○「『Hope is a wish for something to come true by action』（希望とは、具体的な『何か

（something）』を『行動（action）』によって『実現（come true）』しようとする『願

望（wish）』である。）」 

○「希望は叶えることだけに意味があるのではなく、むしろ困難を経験しつつ『希望を育んで

いく』ことこそ、本当の意味がある。」 

○「希望とはあくまで一人ひとりが抱くものでありながら、他方で、希望は他者と共有され社

会的な希望となりうるし、また各個人が希望を抱くことを可能とする社会を構想すること

にもつながる。」 

『東京大学社会科学研究所 希望学プロジェクト「希望は終わらない」』パンフレットから抜粋
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